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造形ワークショップ「まるまるワールド」の試み

藤田知里（初等教育学科）
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“MARU MARU WORLD”

Chisato FUJITA (Department of Elementary Education)

抄　　録
　本報告は，2012 年 10 月 27 日（土）に開催された，子どもと保護者が造形活動を楽しむ
ための造形ワークショップ「まるまるワールド」に関するものである。「まるまるワール
ド」は，就実大学初等教育学科 3 年生で図画工作・造形表現を研究している学生が自ら企
画・運営を行ったもので，当日は 5 組 13 名の親子が参加し，ダイナミックな造形活動を
楽しむことができた。内容は，①うらじゃであそぼう，②ミラクルスコープ，③まるで広
がる僕らの宇宙，④やってみようコーナー（ぺたぺたスタンプ・ねりねり新聞紙ねんど）
である。このワークショップを通して，参加者には子どもが身体全体を使って表現欲求を
満たすことのできる場を提供することができ，また，学生には子どもの造形活動における
指導や援助について，実践経験を通して学ぶ良い機会となった。

Ⅰ　はじめに
　
　2011 年度に就実大学初等教育学科で筆者のゼミナールに所属した 3 年生が，親子で造形
活動を存分に楽しむためのワークショップを開催した。その取り組みについては報告済み
である 1） 。昨年度の課題として，①スタッフの人数不足，②リーダーである3年生と補助リー
ダー 4 年生との打ち合わせ及びリハーサルの必要，③プログラム進行の遅れによる終了時
間の超過，④「フリースペース」手作り新聞紙粘土の有効活用，等が挙げられた。
　本報告は，上記のような課題を踏まえ，活動をより豊かなものとするため，再び企画さ
れた造形ワークショップに関するものである。

Ⅱ　「まるまるワールド」への取り組みの経緯
１．ワークショップ開催の目的
　「まるまるワールド」への取り組みは，就実大学初等教育学科で藤田ゼミナールに所属し，
図画工作・造形表現について研究を進めている３年生の間で，昨年度に引き続き造形ワー
クショップを開催したいとの意見が一致したことから準備が始まった。筆者としても昨年


